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責
務
に
は
自
覚
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。

五
　
結
　
論

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
が
残
る
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
課
題

と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
論
文
の
有
す
る
価
値
を
い
さ
さ
か
も

損
な
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
結
社
の
自
由
に
「
未
踏
の
領
域
」
を

見
出
し
、
そ
の
本
質
的
価
値
の
探
究
を
学
際
的
に
行
っ
た
本
論
文
の

研
究
成
果
は
、
極
め
て
有
意
義
か
つ
実
践
的
意
味
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
よ
っ
て
審
査
員
一
同
は
一
致
し
て
、
本
論
文
を
博
士
（
法
学
）

（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
業
績
で
あ

る
と
の
結
論
に
至
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
報
告
す
る
。

二
〇
一
六
年
九
月
一
五
日

主
査
　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
駒
村
　
圭
吾

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　
　
　
　
　
　

副
査
　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
大
沢
　
秀
介

法
学
研
究
科
委
員
・
法
学
博
士
　
　
　
　
　
　

副
査
　
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
　
小
林
　
　
節

法

学

博

士
　
　
　
　
　
　

末
木
孝
典
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
末
木
孝
典
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
選
挙
干
渉
と
立

憲
政
治
―
明
治
二
十
五
年
・
選
挙
干
渉
事
件
の
研
究
」
は
、
末
木
君

が
こ
れ
ま
で
、『
選
挙
学
会
紀
要
』『
選
挙
研
究
』『
近
代
日
本
研
究
』

『
法
学
政
治
学
論
究
』
な
ど
に
掲
載
し
て
き
た
論
文
を
加
筆
・
修
正

し
、
書
き
下
ろ
し
原
稿
を
加
え
て
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
論

文
の
構
成
お
よ
び
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

本
論
文
の
構
成

　
序
章

　
　
一
　
研
究
状
況

　
　
二
　
視
角
と
構
成

第
一
部
　
全
体
像

　
第
一
章
　 

第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
天
皇
・
政
府
・

内
務
省

　
　
一
　
は
じ
め
に

　
　
二
　
明
治
天
皇
と
第
二
回
総
選
挙
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三　

選
挙
対
策
案

　
　

四　

松
方
・
品
川
の
指
示
と
府
県
知
事
の
対
応

　
　

五　

政
府
・
内
務
省
の
具
体
策

　
　

六　

お
わ
り
に

　

第
二
章　

言
論
規
制

　
　

一　

は
じ
め
に

　
　

二　

言
論
を
め
ぐ
る
法
制
度
と
そ
の
運
用

　
　

三　

集
会
及
政
社
法
に
よ
る
言
論
規
制

　
　

四　

新
聞
紙
条
例
に
よ
る
言
論
規
制

　
　

五　

お
わ
り
に

第
二
部　

事
例

　

第
三
章　

富
山
県
第
四
区

　
　

一　

は
じ
め
に

　
　

二　

富
山
県
第
四
区
に
お
け
る
選
挙
干
渉
事
件

　
　

三　

選
挙
委
員
に
よ
る
不
当
決
定
取
消
訴
訟

　
　

四　

選
挙
人
に
よ
る
投
票
無
効
決
定
取
消
訴
訟

　
　

五　

島
田
孝
之
対
武
部
其
文
当
選
訴
訟

　
　

六　

お
わ
り
に

　

第
四
章　

高
知
県
第
二
区
・
事
件

　
　

一　

は
じ
め
に

　
　

二　

事
件
の
発
端

　
　

三　

事
件
の
推
移

　
　

四　

開
票
結
果

　
　

五　

お
わ
り
に

　

第
五
章　

高
知
県
第
二
区
・
当
選
訴
訟

　
　

一　

は
じ
め
に

　
　

二　

提
訴
ま
で
の
経
緯

　
　

三　

高
知
県
第
二
区
当
選
訴
訟

　
　

四　

当
選
者
の
交
代

　
　

五　

お
わ
り
に

　

第
六
章　

佐
賀
県
と
大
木
喬
任

　
　

一　

は
じ
め
に

　
　

二　

佐
賀
県
の
政
治
的
状
況

　
　

三　

大
木
喬
任
の
選
挙
干
渉

　
　

四　

佐
賀
県
の
選
挙
干
渉
と
治
安
維
持

　
　

五　

選
挙
結
果

　
　

六　

お
わ
り
に

第
三
部　

結
果

　

第
七
章　

第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果
と
議
会
運
営

　
　

一　

は
じ
め
に

　
　

二　

第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果

　
　

三　

多
数
派
工
作
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四　

第
三
議
会

　
　

五　

お
わ
り
に

　

終
章

初
出
一
覧

参
考
文
献

本
論
文
の
概
要

　

本
論
文
は
、
明
治
二
十
五
年
の
選
挙
干
渉
事
件
が
、
日
本
の
憲
政

史
に
お
け
る
最
初
期
の
段
階
で
、
政
府
が
権
力
を
も
っ
て
選
挙
に
介

入
す
る
前
例
と
な
っ
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
従
来
の
研
究
を
天
皇

か
ら
政
府
、
府
県
知
事
、
県
吏
・
警
察
へ
と
系
統
的
に
選
挙
干
渉
の

指
令
が
降
り
て
い
っ
た
と
す
る
系
統
的
指
令
説
と
、
あ
く
ま
で
一
部

の
現
場
の
知
事
の
暴
走
・
暴
発
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
暴
発
説

と
に
分
類
し
、
投
票
か
ら
結
果
確
定
ま
で
の
問
な
ど
、
従
来
見
過
ご

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
時
期
を
含
め
て
考
察
し
、
典
型
的
な
選
挙
区
を

取
り
上
げ
て
網
羅
的
に
資
料
を
収
集
し
て
、
両
説
の
当
否
を
明
ら
か

に
し
、
選
挙
干
渉
の
全
体
像
に
迫
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

序
章
に
お
い
て
は
、
選
挙
干
渉
の
研
究
史
を
概
観
し
、
明
治
天
皇

の
関
与
の
有
無
と
程
度
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
系
統
的
指
令
説
と
暴

発
説
の
両
説
を
紹
介
し
つ
つ
、
選
挙
干
渉
が
有
名
な
一
大
事
件
で

あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
一
冊
も
本
格
的
な
研
究
書
が
生

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
課
題
と
し
て
提
示
し
た
。
ま
た
、
従
来
の
研

究
の
考
察
が
選
挙
運
動
と
選
挙
後
の
第
三
議
会
開
会
中
の
時
期
に
集

中
し
て
お
り
、
取
り
上
げ
る
事
例
や
資
料
も
限
ら
れ
た
範
囲
で
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
恣
意
的
な
資
料
の
選
択
が
行
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
論
文
で
は
こ
う
し
た
従
前
の
研
究
の
欠
陥

を
補
う
べ
く
、
網
羅
的
に
資
料
を
収
集
し
、
選
挙
干
渉
の
全
体
像
に

迫
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
の
目

的
は
選
挙
干
渉
事
件
と
い
う
一
事
件
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
大
日
本
帝
国
憲
法
制
定
後
の
初
期
議
会
期
に
お

け
る
天
皇
の
存
在
、
三
権
分
立
、
藩
閥
政
府
と
議
会
と
の
関
係
、
事

件
に
対
す
る
司
法
の
機
能
と
い
っ
た
政
治
権
力
構
造
を
分
析
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
当
事
件
が
政
治
史
上
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
か
考

察
す
る
と
し
て
い
る
。

　

第
一
部
で
は
選
挙
干
渉
事
件
の
全
体
像
を
扱
い
、
系
統
的
指
令
説

の
当
否
に
つ
い
て
判
断
す
べ
く
、
天
皇
、
内
閣
、
藩
閥
関
係
者
な
ど

の
選
挙
に
対
す
る
認
識
や
実
際
の
選
挙
対
策
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

る
。
第
一
章
で
は
、
明
治
天
皇
の
選
挙
干
渉
へ
の
関
与
に
つ
い
て
検

討
し
、
そ
の
上
で
、
政
府
が
ど
の
程
度
の
干
渉
を
意
図
し
て
選
挙
に

臨
ん
だ
の
か
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、
金
子
堅
太
郎
、
佐
藤
暢
が

提
案
し
た
選
挙
対
策
案
、
内
務
省
か
ら
各
府
県
へ
の
命
令
、
選
挙
期

間
中
の
品
川
弥
二
郎
内
相
以
下
内
務
省
幹
部
の
動
き
に
つ
い
て
そ
れ
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ぞ
れ
考
察
を
加
え
て
い
る
。
明
治
天
皇
は
第
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙

に
際
し
て
、
同
一
議
員
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
で
連
続
解
散
に
陥
る
こ

と
を
憂
慮
し
、「
良
民
」
が
議
員
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
天
皇
は

松
方
正
義
首
相
に
今
回
の
選
挙
に
尽
力
し
て
「
良
結
果
」
が
も
た
ら

さ
れ
る
よ
う
再
三
求
め
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
天
皇
の
意
向
は

「
一
般
的
希
望
」
を
越
え
て
民
党
前
議
員
の
再
選
を
阻
止
し
、
政
府

支
持
派
の
当
選
を
期
待
し
て
い
た
事
実
に
末
木
君
は
注
目
す
る
。
こ

の
天
皇
の
強
い
意
向
を
受
け
て
、
松
方
や
品
川
内
相
は
解
散
を
繰
り

返
さ
な
い
早
期
決
着
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
、
品
川
は
頻
繁
に
選
挙

情
勢
を
天
皇
に
報
告
し
、
侍
従
長
や
府
県
知
事
か
ら
も
天
皇
は
選
挙

干
渉
の
情
勢
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。
金
子
堅
太
郎
は
、
府
県
知

事
や
閣
僚
、
旧
藩
主
、
官
吏
の
活
用
に
よ
っ
て
吏
党
の
議
員
を
当
選

さ
せ
よ
う
と
す
る
方
策
を
提
案
し
、
佐
藤
暢
も
府
県
知
事
に
対
し
て

吏
党
議
員
当
選
へ
の
協
力
を
求
め
、
収
賄
事
件
な
ど
に
よ
る
告
訴
・

告
発
、
演
説
会
の
中
止
・
解
散
、
新
聞
の
発
行
停
止
と
い
っ
た
具
体

的
手
段
を
提
起
し
た
。
府
県
知
事
の
側
か
ら
も
積
極
的
に
民
党
攻
撃

に
出
る
建
議
が
提
出
さ
れ
、
内
務
省
は
吏
党
候
補
に
つ
い
て
の
事
前

調
査
を
実
施
し
た
。
府
県
知
事
は
天
皇
の
意
向
に
沿
っ
て
、
官
吏
を

動
員
し
て
民
党
議
員
の
再
選
阻
止
に
動
い
て
お
り
、
天
皇
、
首
相
、

内
相
、
府
県
知
事
へ
と
垂
直
的
に
選
挙
干
渉
の
指
示
が
降
り
て
い
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
政
府
は
、
民
党
に
対
す
る
告
訴
、
告
発

な
ど
を
実
施
し
、「
敵
」
の
弱
点
を
材
料
に
新
聞
を
使
っ
て
流
言
を

広
げ
る
な
ど
、
民
党
候
補
者
の
選
挙
活
動
に
打
撃
を
与
え
て
い
っ
た
。

内
務
省
で
は
、
次
官
、
警
保
局
長
、
警
保
局
主
事
を
中
心
と
し
て
選

挙
本
部
を
立
ち
上
げ
、
情
勢
分
析
や
指
揮
命
令
を
行
っ
た
。
第
一
章

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
明
治
天
皇
の
選
挙
干
渉
へ
の
関
与
や
政
府
の

干
渉
の
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
選

挙
干
渉
手
段
と
し
て
の
言
論
統
制
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

政
談
集
会
の
開
会
数
と
解
散
・
禁
止
数
を
統
計
的
に
分
析
す
る
と
、

憲
法
発
布
後
か
ら
政
談
集
会
数
、
結
社
数
、
そ
の
規
制
回
数
が
急
増

し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
内
務
省
の
言
論
統
制
は
三
段
階
に
分
け
ら

れ
、
第
一
段
階
は
政
党
間
の
過
熱
す
る
競
争
を
鎮
静
化
す
る
た
め
に

熟
練
の
警
察
官
が
正
当
な
権
利
者
を
保
護
し
た
段
階
、
第
二
段
階
は

粗
暴
な
行
為
が
老
成
着
実
な
者
（
吏
党
）
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

選
挙
法
違
反
を
取
り
締
ま
る
よ
う
指
示
し
た
段
階
、
第
三
段
階
は
具

体
的
な
取
締
対
象
を
指
示
し
、
民
党
の
言
論
を
封
じ
よ
う
と
い
う
意

図
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
た
段
階
、
で
あ
っ
た
。
板
垣
退
助
の
演
説
は

政
府
か
ら
警
戒
さ
れ
、
警
察
か
ら
強
引
な
処
分
を
受
け
た
一
方
で
、

吏
党
候
補
に
は
政
府
・
警
察
の
手
厚
い
保
護
が
与
え
ら
れ
た
。
新
聞

雑
誌
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
五
年
に
治
安
妨
害
を
理
由
と
す
る
発

行
停
止
処
分
を
受
け
た
も
の
が
八
十
二
件
で
、
こ
の
う
ち
選
挙
干
渉
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に
関
係
す
る
記
事
は
五
十
一
件
に
上
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
選
挙
期
間

中
に
政
府
を
批
判
し
た
記
事
、
選
挙
に
干
渉
を
加
え
本
来
の
職
務
を

遂
行
し
な
い
警
察
を
批
判
し
た
記
事
、
選
挙
干
渉
の
実
態
を
暴
露
し
、

批
判
し
た
記
事
、
お
よ
び
、
発
行
停
止
期
間
中
に
代
用
と
し
て
発
刊

し
た
新
聞
が
停
止
権
軽
視
を
理
由
に
処
分
を
受
け
た
も
の
、
に
分
類

さ
れ
、
言
論
統
制
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
部
で
は
、
各
地
域
に
お
け
る
選
挙
干
渉
の
事
例
を
取
扱
い
、

そ
の
内
容
と
性
質
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
三
章
で
は
選

挙
干
渉
が
激
し
く
展
開
さ
れ
た
富
山
県
第
四
区
の
事
例
を
取
り
上
げ
、

選
挙
期
間
中
に
発
生
し
た
事
件
と
、
開
票
時
の
選
挙
長
の
不
正
に
関

し
て
提
起
さ
れ
た
当
選
訴
訟
の
経
緯
と
判
決
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
四
区
で
は
、
改
進
党
の
候
補
者
島
田
孝
之
が
北
陸
自
由
党
の
壮
士

に
襲
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
、
改
進
党
の
懇
親
会
に
北
陸
自

由
党
の
壮
士
が
乱
入
す
る
と
い
う
事
件
も
起
き
、
選
挙
当
日
に
も
壮

士
に
よ
る
投
票
妨
害
事
件
（
抜
刀
、
発
砲
し
て
選
挙
を
妨
害
し
た
）

が
発
生
し
た
。
第
四
区
で
は
、
選
挙
長
が
島
田
へ
の
投
票
を
大
量
に

無
効
と
判
定
し
、
立
会
人
の
選
挙
委
員
か
ら
反
発
を
受
け
る
と
い
う

事
態
が
発
生
し
、
選
挙
委
員
は
選
挙
長
を
相
手
取
り
、
投
票
無
効
決

定
の
取
り
消
し
を
求
め
て
富
山
地
方
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
し
た
。

地
裁
は
出
訴
権
が
な
い
も
の
と
し
て
訴
え
を
棄
却
す
る
判
決
を
下
し

た
が
、
原
告
側
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
大
審
院
に
上
告
し
、
大
審
院

も
上
告
を
棄
却
し
た
。
島
田
へ
の
投
票
が
無
効
と
さ
れ
た
第
四
区
の

選
挙
人
は
、
投
票
無
効
決
定
取
消
訴
訟
を
富
山
地
裁
に
提
起
し
た
。

判
決
は
、
原
告
七
十
五
人
分
の
投
票
の
う
ち
、
六
十
九
票
を
有
効
と

判
定
し
た
。
島
田
の
代
理
人
は
さ
ら
に
大
阪
控
訴
院
に
対
し
、
武
部

其
文
の
当
選
無
効
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
訴
訟
期
限
が
経

過
し
て
い
る
と
し
て
訴
え
は
棄
却
さ
れ
た
。
原
告
側
は
大
審
院
に
上

告
し
、
大
審
院
は
控
訴
院
に
差
し
戻
し
を
命
じ
た
た
め
、
控
訴
院
は

当
選
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
適
法
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
れ
を
不

服
と
す
る
被
告
が
大
審
院
に
上
告
、
大
審
院
は
大
阪
控
訴
院
へ
の
差

し
戻
し
を
命
じ
た
。
控
訴
院
で
は
本
案
審
理
が
再
開
さ
れ
、
選
挙
長

に
よ
る
無
効
投
票
の
判
定
に
つ
い
て
争
わ
れ
、
武
部
の
当
選
無
効
、

島
田
の
当
選
が
宣
告
さ
れ
た
。
被
告
側
は
上
告
し
た
が
棄
却
さ
れ
、

島
田
の
当
選
が
確
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
訴
訟
の
内
実
か
ら
選
挙

干
渉
の
実
態
が
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
で

あ
ろ
う
。

　

第
四
章
で
は
、
も
っ
と
も
大
き
な
騒
動
に
発
展
し
た
高
知
県
に
お

け
る
騒
動
・
事
件
を
取
り
上
げ
、
保
安
条
例
の
施
行
や
憲
兵
派
遣
の

経
緯
な
ど
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
選
挙
戦
に
あ
た
っ
て
警
察
当
局

は
吏
党
（
国
民
派
）
を
支
持
し
、
民
党
（
自
由
派
）
の
当
選
を
妨
害

す
る
方
針
を
明
確
に
し
て
お
り
、
内
務
省
か
ら
資
金
の
援
助
も
受
け

た
。
警
察
は
軍
や
県
と
と
も
に
投
票
の
買
収
に
取
り
か
か
り
、
買
収
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に
応
じ
な
い
場
合
は
脅
迫
や
実
力
行
使
に
訴
え
て
い
っ
た
。
弁
士
が

殺
害
さ
れ
る
事
件
や
襲
撃
、
乱
入
な
ど
も
起
き
た
が
、
警
察
は
傍
観

し
て
捜
査
を
ほ
ぼ
放
棄
し
て
い
た
と
い
う
。
警
察
は
候
補
者
の
逮
捕

に
も
動
い
た
。
一
方
、
高
知
県
下
に
は
保
安
条
例
が
施
行
さ
れ
、
自

由
・
国
民
両
派
は
銃
器
刀
剣
な
ど
の
武
器
の
所
有
を
禁
じ
ら
れ
る
。

憲
兵
も
派
遣
さ
れ
て
武
装
解
除
や
解
散
な
ど
の
紛
争
の
予
防
、
取
り

締
ま
り
、
投
票
日
当
日
の
選
挙
人
の
保
護
、
投
票
箱
運
搬
の
護
衛
な

ど
に
動
き
、
治
安
は
次
第
に
回
復
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
激

し
い
選
挙
干
渉
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
高
知
県
の
実
態

が
よ
り
詳
細
に
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　

第
五
章
で
も
高
知
県
に
つ
い
て
論
じ
、
選
挙
長
の
不
正
に
関
し
て

提
起
さ
れ
た
当
選
訴
訟
の
経
緯
と
判
決
に
っ
い
て
論
じ
た
。
訴
訟
準

備
調
査
の
段
階
で
選
挙
長
等
に
よ
る
投
票
の
不
正
操
作
が
あ
り
、
国

民
派
に
勝
利
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
自
由
派
は
、
選
挙
人
に
よ

る
選
挙
権
回
復
を
求
め
る
民
事
訴
訟
を
提
起
し
た
。
し
か
し
裁
判
所

が
訴
訟
を
速
や
か
に
進
め
よ
う
と
し
な
い
た
め
、
自
由
派
は
選
挙
長

と
選
挙
委
員
を
刑
事
告
発
し
た
が
、
こ
れ
に
も
司
法
当
局
者
は
及
び

腰
で
あ
っ
た
た
め
、
落
選
者
の
片
岡
健
吉
と
林
有
造
は
当
選
者
を
相

手
取
っ
て
当
選
無
効
を
求
め
る
当
選
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
大
阪
控
訴

院
で
の
判
決
は
、
原
告
の
敗
訴
で
あ
っ
た
た
め
、
原
告
は
大
審
院
に

上
告
、
大
審
院
は
大
阪
控
訴
院
の
判
決
を
破
棄
し
、
名
古
屋
控
訴
院

に
移
送
す
る
判
決
を
下
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
名
古
屋
控
訴
院
で
開

か
れ
た
差
し
戻
し
審
で
は
、
国
民
派
の
片
岡
直
温
、
安
岡
雄
吉
の
当

選
を
無
効
と
す
る
判
決
が
下
さ
れ
た
。
被
告
側
は
こ
れ
を
不
服
と
し

て
大
審
院
に
上
告
し
た
が
、
棄
却
さ
れ
、
国
民
派
の
当
選
無
効
と
自

由
派
の
片
岡
健
吉
、
林
有
造
の
勝
訴
が
確
定
し
た
。
第
三
章
で
取
り

上
げ
た
富
山
四
区
で
は
選
挙
長
が
投
票
を
大
量
に
無
効
と
決
定
す
る

こ
と
で
民
党
を
落
選
さ
せ
た
が
、
本
章
の
高
知
二
区
で
は
選
挙
長
が

民
党
候
補
へ
の
投
票
を
読
み
上
げ
ず
、
国
民
派
候
補
へ
の
投
票
に
読

み
替
え
る
こ
と
で
民
党
候
補
を
落
選
さ
せ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
当

選
訴
訟
で
民
党
候
補
が
逆
転
当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、

当
時
の
司
法
権
が
健
全
に
機
能
し
、
行
政
権
か
ら
独
立
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
六
章
で
は
、
高
知
県
に
次
ぐ
騒
動
に
発
展
し
た
佐
賀
県
の
事
例

を
取
り
上
げ
て
、
大
木
喬
任
文
相
と
司
法
省
に
存
在
し
た
大
木
派
官

僚
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
第
二
回
衆

院
選
に
際
し
て
大
木
は
、
自
ら
の
勢
力
拡
大
の
好
機
と
と
ら
え
、
違

法
な
手
段
を
用
い
て
で
も
意
中
の
候
補
を
当
選
さ
せ
よ
う
と
す
る
野

心
を
持
っ
て
い
た
。
大
木
の
指
示
を
受
け
た
検
事
が
佐
賀
に
入
っ
て

吏
党
候
補
へ
の
投
票
を
訴
え
、
政
府
と
そ
の
周
辺
か
ら
巨
額
の
資
金

が
佐
賀
に
流
れ
て
、
買
収
を
は
じ
め
と
し
た
工
作
に
用
い
ら
れ
た
と

い
う
。
大
木
等
は
県
内
の
有
権
者
に
絶
大
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
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鍋
島
直
大
の
動
き
を
封
じ
、『
佐
賀
新
聞
』
を
買
収
し
た
。
暴
力
事

件
も
発
生
し
、
候
補
者
の
拘
引
も
画
策
さ
れ
、
治
安
維
持
の
た
め
憲

兵
が
派
遣
さ
れ
て
、
陸
軍
か
ら
は
歩
兵
部
隊
も
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

第
三
区
で
は
吏
党
候
補
の
落
選
を
阻
止
す
る
た
め
選
挙
長
が
自
ら
の

権
限
を
不
当
に
行
使
し
て
投
票
を
中
止
さ
せ
、
再
投
票
の
際
に
裏
切

り
者
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
知
事
は
保
安
条
例
の
施
行
を
申

請
し
た
。
結
局
、
佐
賀
県
で
は
死
者
八
名
、
重
傷
者
二
十
六
名
に

上
っ
た
。
選
挙
で
は
吏
党
候
補
が
全
勝
し
、
大
木
派
が
拡
大
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
そ
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
部
で
は
、
選
挙
干
渉
の
有
効
性
を
検
討
す
べ
く
、
第
二
回
総

選
挙
の
結
果
と
第
三
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
る
。
第
七
章

で
は
、
選
挙
干
渉
が
実
際
の
当
選
結
果
や
第
三
議
会
の
議
会
運
営
に

と
っ
て
有
効
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
政
府
の
多
数
派
工
作
や
議

員
の
議
案
に
対
す
る
賛
否
パ
タ
ー
ン
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
い
る
。

内
務
省
の
「
衆
議
院
総
選
挙
議
員
候
補
者
名
簿
」
上
は
、
選
挙
干
渉

は
成
功
し
、
民
党
勢
力
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
実
際
の
第
三

議
会
は
政
府
に
と
っ
て
円
滑
な
運
営
が
で
き
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
重
要
八
議
案
に
対
す
る
各
議
員
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
み
て
み
る

と
、
吏
党
の
打
ち
出
す
方
針
通
り
に
投
票
し
た
「
吏
党
パ
タ
ー
ン
」

は
百
九
名
、
こ
れ
に
準
じ
る
「
準
吏
党
パ
タ
ー
ン
は
」
三
十
七
名
で
、

民
党
の
方
針
通
り
に
投
票
し
た
「
民
党
パ
タ
ー
ン
」
は
百
三
十
名
、

こ
れ
に
準
じ
る
「
準
民
党
パ
タ
ー
ン
」
は
十
五
名
で
あ
っ
た
。
民
党

の
結
束
は
固
く
、
吏
党
の
方
が
弱
い
支
持
を
含
ん
だ
脆
弱
な
基
盤
の

上
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
政
府
の
多
数
派
工
作
に
よ
る
民

党
の
切
り
崩
し
は
、
想
定
し
て
い
た
よ
り
弱
い
効
果
し
か
挙
げ
な

か
っ
た
。
天
皇
に
対
し
て
政
府
の
責
任
を
問
う
選
挙
干
渉
上
奏
案
は

わ
ず
か
三
票
差
で
否
決
さ
れ
、
内
閣
に
選
挙
干
渉
の
責
任
を
問
う
選

挙
干
渉
決
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
政
府
側
は
議
会
運
営

に
苦
慮
し
、
味
方
票
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
欠
席
数
も
念
頭
に
置
か

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
選
挙
干
渉
の
結
果
が
第
三
議

会
の
運
営
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
、
議
員
の
議
会
で

の
採
決
に
際
し
て
の
投
票
行
動
を
詳
細
に
追
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
従
前
の
研
究
を
飛
躍
的
に
進
捗
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
特
筆
し
て

お
き
た
い
。

　

終
章
で
は
、
選
挙
干
渉
事
件
を
政
治
史
上
、
立
憲
政
治
上
に
位
置

付
け
る
た
め
の
考
察
を
行
い
、
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
選
挙
干

渉
を
藩
閥
政
府
の
「
総
力
戦
」
と
位
置
付
け
、
地
方
知
事
の
暴
走
や

突
発
的
な
暴
発
と
み
て
き
た
従
来
の
研
究
に
対
し
、
天
皇
か
ら
指
示

を
受
け
た
政
府
が
具
体
的
な
選
挙
対
策
を
提
案
し
、
総
力
を
あ
げ
て

選
挙
に
介
入
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
品
川
弥
二
郎
内
相
は
治
安
維

持
と
天
皇
の
指
示
と
の
間
で
板
挟
み
の
状
態
と
な
り
、
最
終
的
に
は

後
者
を
優
先
さ
せ
て
い
っ
た
。
系
統
的
指
令
に
よ
り
最
終
的
に
は
開
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票
の
現
場
責
任
者
で
あ
る
郡
長
が
不
正
に
手
を
染
め
て
ま
で
民
党
候

補
を
落
選
さ
せ
、
政
府
支
持
派
を
当
選
さ
せ
た
。
流
血
事
態
や
実
力

行
使
よ
り
も
、
官
吏
に
よ
る
不
正
開
票
こ
そ
、
最
も
有
効
な
選
挙
干

渉
で
あ
っ
た
。
明
治
天
皇
に
よ
る
主
導
的
な
政
治
関
与
の
有
無
に

よ
っ
て
、
天
皇
が
専
制
君
主
か
立
憲
君
主
の
ど
ち
ら
か
に
評
価
さ
れ
、

通
説
で
は
立
憲
君
主
と
し
て
振
る
舞
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
論

文
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
天
皇
は
再
三
に
わ
た
っ
て
選
挙
に
干
渉

し
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
は
、
明
治
立
憲
制
に
お
け

る
最
終
決
裁
者
と
し
て
の
親
政
的
政
治
行
為
に
あ
た
る
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
一
連
の
干
渉
で
乱
用
さ
れ
た
行
政
権
に
対
し
て
司
法
権
が
節

度
を
も
っ
て
た
し
な
め
た
こ
と
で
、
前
年
の
大
津
事
件
に
続
い
て
、

明
治
憲
法
下
の
三
権
分
立
が
機
能
し
た
と
い
え
る
。
終
章
で
は
、
以

上
の
よ
う
に
選
挙
干
渉
事
件
を
立
憲
史
上
に
位
置
付
け
て
い
る
。

本
論
文
の
評
価

　

本
論
文
の
評
価
す
べ
き
第
一
の
点
は
、
研
究
史
上
は
じ
め
て
現
れ

た
俯
瞰
的
・
全
体
的
・
体
系
的
な
明
治
二
十
五
年
・
選
挙
干
渉
史
研

究
で
あ
る
点
で
あ
る
。
選
挙
干
渉
事
件
は
そ
の
知
名
度
や
重
要
性
に

比
し
て
、
全
体
像
を
捉
え
た
詳
細
な
研
究
に
乏
し
く
、
一
冊
も
研
究

書
が
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
本
論
文
は
画
期
的
な
成
果

で
あ
る
。
近
年
、
選
挙
干
渉
の
事
例
研
究
が
進
展
し
て
き
た
が
、
こ

れ
ら
は
各
地
域
に
お
け
る
事
例
分
析
を
す
る
に
止
ま
り
、
そ
れ
が
天

皇
や
明
治
政
府
と
い
か
な
る
関
係
を
有
し
て
い
た
の
か
、
実
際
の
議

会
運
営
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
大
局
的
な
視
点
か

ら
、
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
本

論
文
で
は
、
当
選
訴
訟
に
よ
っ
て
当
落
が
入
れ
替
わ
る
重
要
な
事
例

研
究
を
行
い
つ
つ
も
、
天
皇
、
藩
閥
政
治
家
、
内
務
省
、
帝
国
議
会
、

府
県
知
事
な
ど
の
政
治
的
ア
ク
タ
ー
の
動
向
に
注
目
し
、
選
挙
干
渉

の
内
実
を
よ
り
詳
細
に
解
き
明
か
す
と
と
も
に
、
こ
れ
を
明
治
政
治

史
研
究
の
中
に
位
置
付
け
、
天
皇
の
役
割
や
議
会
運
営
と
の
関
係
な

ど
を
明
確
に
し
た
点
が
評
価
さ
れ
る
。
ま
た
、
訴
訟
記
録
に
注
目
し

て
分
析
し
た
こ
と
で
、
司
法
の
独
立
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
も
評

価
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
従
来
判
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
、
選
挙
干
渉

の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
も
具
体
的
に
論
証
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

よ
う
。

　

第
二
に
、
系
統
的
指
令
説
と
暴
発
説
と
に
分
類
さ
れ
る
従
来
の
学

説
の
う
ち
、
系
統
的
指
令
説
を
採
用
し
、
そ
の
根
拠
を
明
確
に
し
た

点
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
明
治
天
皇
の
役
割
に
注
目
し
、
天
皇
が
解

散
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
一
度
の
選
挙
で
政
府
に
有
利
な
議
会
勢
力

を
構
築
す
る
よ
う
再
三
に
わ
た
っ
て
指
示
を
与
え
、
そ
の
指
示
に
基

づ
い
て
首
相
、
内
相
以
下
の
政
府
が
選
挙
干
渉
に
動
い
て
い
っ
た
動

態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
天
皇
の
干
渉
指
示
と
法
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令
遵
守
・
治
安
維
持
と
い
う
二
つ
の
目
的
の
間
で
板
挟
み
に
な
っ
た

品
川
弥
二
郎
内
相
や
各
府
県
知
事
の
苦
悩
も
、
見
事
に
描
き
出
し
て

い
る
。

　

第
三
に
、
第
一
、
第
二
の
点
を
実
証
す
べ
く
、
実
に
丹
念
か
つ
網

羅
的
な
資
料
収
集
・
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
公
刊
さ
れ

て
い
る
資
料
は
も
と
よ
り
、
国
立
公
文
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
憲

政
資
料
室
所
蔵
の
公
文
書
、
私
文
書
を
は
じ
め
と
し
て
、
國
學
院
大

學
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
首
都
大
学
東
京
図
書
館
、
明
治

大
学
博
物
館
、
東
京
大
学
近
代
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
、
神

戸
市
文
書
館
、
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
、
八
尾
市
立
歴
史
民
俗

資
料
館
、
東
京
都
公
文
書
館
、
埼
玉
県
立
文
書
館
、
滑
川
市
立
博
物

館
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
図
書
館
、
秋
田

県
公
文
書
館
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
、
富
山
県
公
文
書
館
な
ど
が

所
蔵
す
る
公
文
書
、
私
文
書
を
縦
横
に
駆
使
し
て
論
文
が
執
筆
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
実
態
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
当

選
訴
訟
の
実
態
な
ど
が
明
確
と
な
り
、
選
挙
干
渉
研
究
が
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
資
料
収
集
に
傾
け
た
努
力
は
高
く
評

価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
に
、
研
究
手
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
投
票
行

動
の
実
態
や
得
票
数
、
議
席
分
布
、
政
談
演
説
会
数
・
解
散
禁
止
数
、

結
社
数
・
解
散
禁
止
数
、
新
聞
雑
誌
の
発
行
停
止
処
分
件
数
、
金
銭

の
授
受
、
会
派
別
・
勢
力
別
・
議
員
別
採
決
賛
否
パ
タ
ー
ン
な
ど
の

統
計
デ
ー
タ
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
論
文
の
実
証
性
を

高
め
る
上
で
有
効
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
は
党
派
が
必
ず
し
も
明
確

で
は
な
い
時
代
で
あ
り
、
こ
う
し
た
検
証
の
仕
方
は
非
常
に
有
意
義

で
あ
る
。
末
木
君
自
身
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
政
治
史
研
究
は
歴

史
研
究
で
あ
る
と
同
時
に
政
治
研
究
で
あ
り
、
地
道
な
資
料
発
掘
や

史
料
批
判
と
、
政
治
学
的
な
数
量
分
析
・
理
論
分
析
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
今
後
新
た
な
視
界
が
開
け
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
可

能
性
を
た
し
か
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
本
論
文
の
評
価
す
べ

き
点
で
あ
る
。

　

た
だ
、
本
論
文
に
も
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
本
論

文
で
は
系
統
的
指
令
説
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ

れ
が
従
来
坂
野
潤
治
氏
を
は
じ
め
と
し
て
系
統
的
指
令
説
を
唱
え
て

き
た
論
者
の
系
統
的
指
令
説
と
ど
の
よ
う
に
異
な
り
、
あ
る
い
は
共

通
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
が
判
然
と
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

先
行
研
究
、
と
り
わ
け
暴
発
説
に
対
す
る
批
判
的
姿
勢
を
鮮
明
に
し

て
い
る
末
木
君
の
系
統
的
指
令
説
の
独
自
性
を
、
よ
り
詳
細
に
知
り

た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
事
例
研
究
の
対
象
が
、
選
挙
干
渉
が
激
し
く
展
開
さ
れ

た
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
末
木
君
の
主
張
通
り
、
系

統
的
指
令
説
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
、
選
挙
干
渉
が
系
統
的
指
令
に



特 別 記 事

145

基
づ
い
て
激
し
く
実
施
さ
れ
た
地
域
だ
け
で
な
く
、
選
挙
干
渉
が
そ

れ
ほ
ど
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
も
、
考
察
の
対
象
と
な
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
系
統
的
指
令
を
受
け
な
が
ら
も
干
渉
が
起
こ
ら
な
か
っ
た

と
す
る
な
ら
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
政
治
力
学
が
存
在
し
て
い
た
と

予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
末
木
君
は
、
暴
動
が
起
き
な
か
っ
た
地

域
に
つ
い
て
、
強
硬
手
段
を
と
る
必
要
の
な
い
地
域
、
も
し
く
は
民

党
に
抵
抗
す
る
勢
力
に
乏
し
く
強
硬
手
段
を
と
れ
な
い
地
域
で
あ
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
像
を
詳
細
に
知
り
た
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
は
い
ず
れ
も
本
論
文
に
お
け
る
問
題
点
と

い
う
よ
り
も
、
末
木
君
が
今
後
、
生
涯
を
か
け
て
取
り
組
む
研
究
上

の
課
題
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
論
文
の
価
値
を
い
さ
さ
か

も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
審
査
員
一
同
は
一
致
し
て
、
本
論
文
が
博
士
（
法

学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の

と
判
断
し
、
そ
の
旨
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。
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